
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1338 欧文号 抄録

を認め た ．

　7．奇胎 2．9％，破奇34．9％ ， 絨wa85．790に 転移 を 認

め た ．

日産 婦 誌22巻12・彎尸

　8． 予後， 奇胎 139例中 4 例が 死亡 （絨腫続発 3 例 を

含む）．破奇66例中 4例，絨腫42例中30例が予後不 良で あ

つ た ．
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ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに よ る尿 中 Estrogen定量 に 関する研究

Stud瞳es 　of 　the 　Estregen 】Determ 釦置adon 　Metho （I　Us 血 暫
Gas 　Chrematography

F

　

修

重

国

竹

元

木

藤

佐

水

荒

斉

札幌医 科 大 学産婦 人 科教 室 （主 任 ： 明 石 勝 英 教授）

実 Minoru 　SATAKE

治 Shuji　MIZUMOTO

雄　　Shigeo　ARAKI

雄　　Kunie 　SAITO

　 酒

　 田
．

金

　井　　　潔 　Kiyoshi 　SAKAI

中 昭
一 Shoichi　TANAKA

上 宣 夫 N ・bu ・ KANAGAM ・

插 拳

　 Gas 　 chrematography に よ る estrogens の 定 量 に は

な お 困難 性 が 認 め られ ，非妊婦尿中に は 極 め て 微量 に 存

在す る た め 臨床応用に 十分利用されて い な い ．著者 らは

尿中 estrogens の 周常信頼 で きる測定法を 確立す る た

め Gas 　 chrematography を 応用 し 検討を 行 な つ た ．

被検材料 は 正常非妊婦人 お よ び 妊娠婦人 の 尿 で あ る．

Kiselgel　HF 　254 を 蛍光指示薬 と して thin −1ayer　Plate
の 作成 を 行ない GaS　 chromatography 　 lこ 応用 した ．

Gas 　 ch 「 omatograPhy の液相と して silicone 　OV −1 お

よ び silicone 　OV −17を用 い ，　 estrogens 　｝t　t「imethylsil

ether 化あ る い は acetate 化 し内部標準法 に 従つ て 測定

した ．c ・ lumn 条件 は 2　m 　× 　3　rm　stainles … Iumn
，
　 te−

mperature 　 190〜 245℃ ，
injector　temperature 　270℃，

carr 三er 　 gas　 N ， 60ml1分，　 attenuation 　1〜 100 で あ

る． trimethylsilyl 　 ether ｛匕 estregens 測定は 240℃

と し N 、 60m11分で あ るが ，
　 acetate 化 estrogens 　 star −

ting 　temperature 　 190℃，　 temperature 　 gradient 　 3　
e1

分，N2　6emlノ分 で あ る．主な る成績は 次 の 如 くで あ る．

　 1． ア セ チ ル 化estrogens の 昇温 Gas 　chrematograms

・は tr三methylsily1 化 に 比較 し， よ り安定性が 得 られ

た ．

　 2．　 ア セ チ ル 化 estrogens の 　relative 　 retention

times は est 「one 　 acetate 　O．46∫ estradiol 　 diacetate

O．60，estriol 　 triacetate 　O．84である ．

　3． 妊婦尿 に 2 ，000　cpm 　estriol −6，7sH を 加 えて 行 な

つ た 回収率は 平均68．5± 0．7％ で あ る ．
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32P
に よ る 子 宮 癌 の 診 断
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　著者等 の 1人藤森 は 子 宮頚癌 の 診断法と し て ．「
a2P

の

股動脈内逆行性注 入 法 に よ る 子宮頚癌早期診断法 （藤森

法）」を 既に開発 し，その 内容 を ZbL 　f．　Gyn ．　Bd ．83，

Heft　L　 1961に 発表 し又 第 3回 国際産婦人科学会その 他
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の 学会 に も公褒した ．しか し，そ の 際，計器 の 改良に よ

り更 に 診断適中率 を 上 昇せ し め る 見込み の あ る 事 を 予言

した．今回，カ テ ー
テ ル 型半導体検出器 （上 田，飯尾，高

柳等の 開 発，東芝製）を 使用 し
， 先づ 手術前

32P5
μCi！

kg を股動 脈 内 に 注 入 し，そ の 注 入 部位 よ り末稍部 を圧

し，動脈 血 を逆流 せ しめ ，

s2P

を 子 宮動脈を 経 て 子宮頚

部 に 致 達せ しめ ，注 入 後 1 時間20分後に
， 捌 出 子宮数カ

所 の 放射能値 を 上 記検 出器に て 測定 し，癌部位 と非癌部

位 を 比 較 し た ．そ の 結果 ，本 法 は 子 宮頚癌の 早期診断 に

役立 つ 事を知 つ た ．こ の 基礎実験成績 に 基 き， 7例 の 患

者に ，手術前
32P

を 前記 の 方法 に て 股動脈内に 注 入 し，

1時問後に ， 子宮頚癌あるい は外陰癌部位 と村照部位と

し て は 健常腟壁 の 放豺能値 を 本検出器を 腟内に 挿入 し て

測定 した 結果 ， 癌部位 と健常腟壁部位との 放射能値の 髭

率は 221％〜 458％ に 在 り．癌診断 の 適中 を確認 した ．

　 よつ て ，　「
S2P

の 股動脈内逆行性注入 法　（藤森法）」

の 際，カ テ ーテ ル 型半導体検出器を使用 すれ ば，子宮頚

癌お よび外陰癌を早期に ，極め て 優秀な適中率を以 て 診

断し得 る事を 証明 した ．

新 し く開発 した 体外臓 器灌 流装置 に 関 す る研究

Studies　o 鳳 the 　New 　Organ 　Survive 　De 纏 ce 　for　Uterus 　and 　Plaeenta
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　妊娠 を め ぐる複雑な機構 の 解明の 為に は 毋 児間 に 介在

す る 胎盤 の 機能を まず明 らか に す る 必要が あ り， あ る い

は 妊娠 に 直接関係を もつ 絨毛性腫瘍の 病態生理を解明 し

よ うと して こ れ ま で に 各研究者 に よつ て 色 々 な方向か ら

研究が 進 め られて きた ．こ れ らの 研究の
一つ の 方向 は解

析 で あ り m 。lecular　 biology の 立場 で あ るが，他の 方

向 は 結合 と云 う Organ 全 体 として と らえ よ うとす る

Organ 　 biology の 立 場 で あ る．

　今回 わ れ わ れ は Organ 　 biology の 立場 か ら こ れ ら

の 問題を解明 し よ うと し，その
一

つ の 研究手段 と し て の

臓器体外保存 の 為 に 新 し い 装置 の 開発を行なつ た ．

　わ れ わ れ の 装置は 人 工 心 ， 人工 肺，熱交換器，
’

シ ン

ク ロ ナ ィ ザ ー
装置 ， 温度 圧 力自動制御装置 な どか ら成 る

が，そ の 特徴的 な もの は 体外潅流臓器 の 生体内条件を体

外 に お い て 再 現 させ うる よ うに と の 考 え か ら 流 体素子駆

動 の ベ ロ フ ラ A ．ij人エ 心 を使用 した ．こ れ に よつ て 血 液

の 破壊 が な く，しか も博動流で あ りポ ン プ の ス ト ロ ーク

や素子供給圧 を変え る こ とに よ り自由に 流量 を 変え る こ

とが 出来 る．さらに 潅流圧 力波形 を 生体内動脈波 形 に 類

似 させ て い る．温度の 自動制御，System　cbntrol に よ り

output
，　input の バ ラ ン ス が とれ ，回 路 の 任意 の 部位か

ら生体データ を 自由に とれ る よ うに してある ．

　本装置 に よ つ て こ れ ま で に 絨毛性腫瘍 子 宮 ， 筋腫

子宮，胎盤等 を 潅流 した が，GOT
，
　GP

「
r

，
　pyruvate ，

lactate等 の 測定， 子宮筋電図等の 成績 か ら少 く と も 6

時闖 は ヒ トの 子宮 を 体外に て 機能保持 し得 た ．

　本論文 で は これ らの 基礎成績 に つ い て 詳 し く記 載 し

た ．
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